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道路橋定期点検要領を踏まえた維持管理
道路橋定期点検要領では、
点検結果の記録は、診断結果及び措置の内容を記録し、利用期間を通じてこれを保存する。

添付資料 点検表記録様式
・様式（その１） 橋梁諸元、健全性の診断（部材毎、橋梁）
・様式（その２） 状況写真

点検結果の記録
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・診断結果に基づき、必要な措置を講ずる。
措置を行うためには、点検結果の記録を参考とする。

点検（判定）結果

↓
↓

補修設計（詳細調査）

↓

措置（補修・補強・監視・通行止め）

道路橋定期点検要領を踏まえた維持管理

補修設計・補修工事に向けた点検記録の整理が必要
（損傷箇所・範囲、損傷程度、損傷原因の把握）

点検結果の記録

道路橋定期点検要領では
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結果の記録は、点検時及び措置後に記録
例えば、P1のマルマルバシでは

点検（診断）結果 主桁：Ⅱ 横桁：Ⅱ 床版：Ⅲ

↓ ↓

補修設計（詳細調査） 同上

↓ ↓

措置（補修・補強） 主桁：Ⅱ →Ⅰ横桁：Ⅱ→Ⅰ床版 Ⅲ →Ⅱ

●措置後は床版のみが、Ⅱ予防保全段階として残る。

●橋梁毎の判定区分は点検時はⅢ、措置後はⅡとなる。

必要な事は、診断結果及び措置の内容を記録し、利用
期間を通じて、これを保存すること。

点検結果の記録
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点検結果の記録のあり方

５年後の点検時における課題は？

①補修前の損傷箇所が分からない。

②近接写真は損傷箇所の特定ができない。
（前回点検結果との損傷比較ができない。）

③前回点検の点検手段（点検機械）は確認できるか。

④健全性の診断時に参考とする「前回の診断結果の根拠」が確認できるか。

５年後に、この業務に携わった者は身近にいない
かも知れない。

点検結果の記録
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橋梁定期点検要領の点検調書

点検調書（その 1） 橋梁の諸元と総合検査結果

点検調書（その 2） 径間別一般図

点検調書（その 3） 現地状況写真

点検調書（その 4） 要素番号図及び部材番号図

点検調書（その 5） 損傷図

点検調書（その 6） 損傷写真

点検調書（その 7） 損傷程度の評価記入表（主要部材）

点検調書（その 8） 損傷程度の評価記入表（主要部材以外）

点検調書（その 9） 損傷程度の評価結果総括

点検調書（その10） 対策区分判定結果（主要部材）

点検調書（その11） 対策区分判定結果（主要部材以外）

点検結果の記録（直轄国道の点検調書）

・青色は損傷程度の評価に関わる事項

・赤色は健全性の診断に関わる事項
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参考



点検調書（その 1） 橋梁の諸元と総合検査結果

点検結果の記録
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参考

点検調書（その 2） 径間別一般図

点検結果の記録
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参考

点検調書（その 3） 現地状況写真
果

全景

橋歴板

点検機械 補修状況

点検結果の記録

9

参考

点検調書（その 4） 要素番号図及び部材番号図

点検結果の記録
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参考

点検調書（その 5） 損傷図
・赤-前回点検から損傷が進行
・青-新たに損傷を確認

点検結果の記録
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参考

点検調書（その 6） 損傷写真

点検結果の記録
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参考



点検調書（その 7） 損傷程度の評価記入表（主要部材）
点検調書（その８）は主要部材以外

点検結果の記録
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参考

点検調書（その 9） 損傷程度の評価結果総括
（前回点検結果との比較）

点検結果の記録
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参考

点検調書（その10） 対策区分判定結果（主要部材）

点検調書（その11）は主要部材以外

原因の記述

点検結果の記録

所見の記述
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参考

健全性の診断を踏まえた資料（維持管理資料）
個人別（橋梁別）の診断カルテが保管されている。

①健康診断データ → 橋梁諸元、健全性の診断

②最新の検査結果 → 最新の点検結果

③過去の病歴、治療 → 点検、補修履歴

【構造に関わる事項】
・構造形式，規模，構造の特徴
【設計・製作・施工の各条件に関わる事項】
・設計年次，適用示方書
・架設された年次
・使用材料の特性

【使用条件に関わる事項】

・交通量，大型車混入率

・橋梁の周辺環境・架橋条件

・維持管理の状況（凍結防止剤の散布など）

【各種の履歴に関わる事項】

・橋梁の災害履歴，補修・補強履歴

診断に必要な資料は橋梁管理カルテで整理

点検結果の記録

16

参考

橋梁定期点検要領による点検結果の記録
「定期点検での「損傷についての点検結果」は、適切な方法で
記録し、蓄積しておかなければならない。」

点検

通常点検 　

中間点検 　

特定点検 　

異常時点検

記録

定期点検

・損傷状況の把握

・損傷原因の特定

・対策区分の判定

記録

緊急対応

詳細調査

追跡調査

対策区分の再判定 等

記録

選別

補修等の計画
（ライフサイクルコスト最小化等）

補　修 補　強維　持

対策区分の再判定　等

記録

橋梁管理
カルテ

データベース
（将来計画）

選別

記録の
一元管理

反映

反映

凡例
　　　　主導線を示す
　　　　記録の一元管理
　　　　に関する流れを
　　　　示す

選別

点検

通常点検 　

中間点検 　

特定点検 　

異常時点検

記録記録

定期点検

・損傷状況の把握

・損傷原因の特定

・対策区分の判定

記録記録

緊急対応

詳細調査

追跡調査

対策区分の再判定 等

記録

選別

補修等の計画
（ライフサイクルコスト最小化等）

補　修 補　強維　持

対策区分の再判定　等

記録

橋梁管理
カルテ

データベース
（将来計画）

選別

記録の
一元管理

反映

反映

凡例
　　　　主導線を示す
　　　　記録の一元管理
　　　　に関する流れを
　　　　示す

凡例
　　　　主導線を示す
　　　　記録の一元管理
　　　　に関する流れを
　　　　示す

選別

橋梁管理カルテ

①管内橋梁一覧
②橋梁別データ

・主要課題・履歴
・橋梁の諸元
・総合検査結果

・健全性の診断

対策区分の再判定
健全性の再診断等

対策区分の再判定
健全性の再診断等

点検結果の記録
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参考

①橋梁諸元（国交省 橋梁管理カルテの事例）

点検結果の記録
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参考



②最新の診断結果（国交省 橋梁管理カルテの事例）

点検結果の記録
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参考

③過去の履歴、最新の補修情報（国交省 橋梁管理カルテの事例）

点検結果の記録
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参考

診断の書き方

①確認された事実
・直接確認したことが分かる表現を用いる

例：○○となっている。 ○○が見られる。

②診断に関係があるが直接は確認していないこと。
・直接確認したものではないことが分かる表現を用いる

例：基準上は○○である。 本地区は○○地区である。

③診断に関係があるが、推測によること
・推測の根拠と推測であることが分かる表現を用いる。

例：○○という理由により△△の可能性がある。

④診断（いつまでにどうするのか）の根拠、理由を明記
例：以上により、○○となる可能性が高いと考えることから・・・・

⑤診断（次回点検までの措置の必要性）
例：○○すべき状態と言える。

道路橋の健全性の診断
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健全性の診断の根拠となる項目の例

・判定は、管理者が実施
・当該区分に分類したのは、どの事実に基づいてなのか、
根拠を残す必要あり。

「診断結果」
・変状の種類
・部材の現状（機能、強度、剛性の低下の度合い）の推定
・次回点検までの損傷の進行の可能性の推定
・次回点検までの措置方針
・判定区分

「診断の根拠」
・部材の役割や応力状態、損傷位置、損傷程度及び原因の推定

「関連する観察事実等」
・周辺部材、同種部材の変状
・周辺部材、同種部材の変状
・環境条件、交通条件、過去の補修履歴

道路橋の健全性の診断
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